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学校生活や家庭生活における

体験と二学期制の特性を生かし

た単元の配列

長期休業を生かした追究活動

を組み入れた社会科自由研究の

推奨

社会的事象に内在する思いや

願いに気付いたり地域の中で生

かされていることやそのよさに

ついて考えたりする内容の設定

他の教育活動との関連を図っ

た指導内容の設定

新内容や重点化する内容との

関連を踏まえた問題解決能力を

高めるための言語活動の充実

興味や関心をもたせ，問題解

決能力を発揮する際の根拠とな

る体験活動の充実



I 研究の目的

11 研究の背景

新学習指導要領では，各学年の能力に関する目標において，

とが一層重視されたことから，昨年度，研究の重点を「社

会的な見方や考え方を深めための言語活動の充実」と設

定し， 言語活動の充実を図るための基本的な考え方を明

らかにした。そして，各学習過程において r記述Jr解
釈Jr説明Jr論述」の言語活動を段階的に設定し， 言語

活動の充実を図ったことで，社会的な見方や考え方を深

めていく子どもの姿が見られるようになった。
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しかし，次のような課題が明らかになった。 【図1 言語活動と社会的な見方や考え方の関連】

- 自分や社会生活とのつながりを考える姿が十分に見られなかった。・社会を構成する一員としての在るべき姿を見出す子どもの姿が十分に見られなかった。

また，新学習指導要領において，公共の精神，生命や自然を尊重する態度，伝統や文化を

尊重し，我が固と郷土を愛するとともに，国際社会の平和と発展に寄与する態度を養うこと

が新たに規定されたことから，公民として社会にどのようにかかわっていくのかを考えさせ

ることが大切になってきている。

だから，社会的な見方や考え方を深めるとともに，よりよい社会の形成に参画する資質や

能力の基礎を養える ように，自分や社会生活とのつながりをより一層意識したものにならな

くてはならないと言える。

|2 研究の方向

自分とのつながりをより 一層意識させるためには，人間の営みに共感させることが必要だ

と考えた。なぜなら，人間の営みを追究してし、く過程において，見えることから見えないこ

とが明らかになり ，自分の立場がはっきりすると共に，相手の考えに学びながら社会的な見

方や考え方を深め，これまでの自分とのつながりを補強・強化・修正していくからである。

これまでの研究で，人間の営みに共感することを，次のようにとらえてきた。・人間の営みに共感するとは
「人と人との関係Jr人と社会との関係Jr人と自然との関係」に積極的にかかわりなが

ら，自分の立場(見方や考え方，主張)をはっきりさせ，相手の立場(見方や考え方，主張)
をわかろうとすること。

人間の営みに共感し，追究してし、く過程で，人々の工夫や努力，願いなどに具体的に触れ

ることで，社会的事象の意味や働きがわかる。また，それらと自分とのつながりがわかり，

「自分も地域の一員 としてこんな人になりたしリや「こんなことができる自分になりたしリ

などのように，共に追究しながら社会的事象に内在する思いや願いに気付いたり，自分が地

域の中で生かされていることやそのよさについて考えたりすることになる。

そこで，子どもが自分とのつながりを見つめるために，地域から学べるようにする。そし

て，自分とのつながりを広げたり深めたりしながら，社会的事象の意味や働きがわかり，地

域を身近に感じ，積極的にかかわれるような社会科カリキュラムの創造に取り組む。

以上のことを踏まえて，次の研究主題と副題を設定した。

人聞の営みに共感し，自分とのつながりを見つめる子どもの育成
~地域から学び，地域にかかわるための祉会科カリキュラムの創造~
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研究内容

人間の営みに共感し，自分とのつながりを見つめる子どもの育成とは l 
子ども一人ひとりは， それぞれの生活経験や既習経験などに応じて， 社会生活と自分との

つながりに気付いている。 しかし，生活経験の中で受けた恩恵と身に付けた中心概念とのつ

ながりをとらえているとは言い難い。そこで，私たちのくらしが社会生活とのつながりがあ

ることを学ぶために，まず，社会生活がわかるようにする。その際，これからの子どもの社

会生活において生きて働く知識や，よりよく問題を解決していく資質や能力を育てていくこ

とが大切であることから，次のような三つの資質や能力を身に付けられるようにする。
社会的事象についての関心・融 ・態度 一-， I 問題解決能力 Ir一 社会的事象についての知識・耕

行

問題解決の過程で，具体的 O 具体的な人間の営みについて，問題を見出し， 社会生活を支えてい
な人間の営みを発見し，その その特色や相互の関連，意味や働き を考え，適 る具体的な人間の営み
姿や相手の考えに共感するこ 切に判断する際の根拠となる資料活用力 に関する知識 ・理解
とにより，新たな課題を自ら O 自分の考えを整理，再構成しながらわかりや
解決していこうとする意欲 すく表現する力

つまり，三つの資質や能力を培いながら，子どもが社会生活と自分とのつながりを見つめ

ることが大切であると言える。この自分とのつながりを見つめる様相は，追究していく過程

において広がったり深まったりすることから I自分のこととして見つめる姿JI社会生活

とのつながりを見つめる姿JI将来とのつながりを見つめる姿」が見出せるのではなし1かと

考える。そして， 三つの資質や能力との関連を考慮すると，表 lのように示すことができる。

このようにして，子どもは，社会生活と自分とのつながりを見つめなが ら，三つの資質や能

力を調和的に身に付けていくことができるのである。
【表1 具体化した自分とのつながりを見つめる姿と三つの資質や能力との関連】

分のこととして見つめる姿 |社会生活とのつながりを見つめる姿 |将来とのつながりを見つめる!
O 人間の営みから積極的に学10 自分と他者のつながりから， 10 自分の将来像を実現しよう

ぼうとする | 社会生活にかかわろうとする | とする
O 自分らしく積極的に行動し10 社会生活のために自分にでき 10 よりよい社会を創造しよう

ようとする | ることを尽くそうとする | とする

人間の営みIr::九 /ー¥ l 関心・意欲を 1.ーヨ= -

に関心をも II[ ¥/ ¥|高めながら人
ち，問題意識 IY 慣ö.....直 1 情理解 ~聞 の営みに関
を高めながら If¥. j¥ Aする知識・理解
自ら解決して11¥」イ介大ト/〆 |を習得し ，新
いこうとする 11 (.闘幽... i たな課題を解
意欲が高ま っ11 (一一γ |決していこう
てきている 11 ¥---'" とする

新 たな課
題の意味や
働きを考え，
自分なりの
価値判断 を
わかり や す
く表現しよ
うとする

具
体
的
な
姿
一
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連
す
る
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三つの姿を学年ごとの発達の段階や学習内容

との関連を考慮して，社会科の学習を展開する

ことが，図 2のよ うな自分とのつながりを見つ

める姿に迫ることになる。また，自分の立場か

らだけでなく，共に学ぶ友達の立場に学べるよ

うすることで， 三つの資質や能力を発揮しなが

ら，よりよく自分とのつながりを見つめること

ができると考える。そこで，人間の営みに共感

し，自分とのつながりを見つめる子どもの姿を

次のように設定した。 [図2人間の営みに共感し自分とのつながりを見つめる子ども像1・人間の営みに共感し，自分とのつながりを見つめる子どもとは

共に学び合うことを通して， 三つの資質や能力を調和的に発揮しながら I人と人との関
係JI人と社会との関係JI人と自然との関係」の価値を実感し，社会的事象の意味や働き
と自分とのつながりを見つめる子ども

| 人間の営みに共感し，自分どのるながりを見つめる子ども |
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12 地域から学び，地域にかかわるための社会科カリキュラム創造の基本的な考え方 |

(1) 社会科カリキュラム創造の基本的な考え方

人間の営みに共感し，自分とのつながりを見つめる子どもを育てるためには，地域から

学び，学んだことと自分とのつながりがあることをわかるようにすることが大切である。

なぜなら，身近に感じられる地域素材は，子どもたちの関心や意欲を高めながら学習内容

を習得させ，地域に対する思いや願いを強めることになるからである。また，三つの資質

や能力を調和的に発揮させながら，追究対象に積極的にかかわらせることが必要である。

そこで，本校の社会科カリキュラムの創造に当たっては，図 3のように視点を設定した。

また， 言語活動の充実については，前年度研究を生かしてそれぞれの視点において位置付

け，問題解決能力との関連を大切にしながら学習を展開できるようにする。

④ 地域にかがわるための活
用の明確化

地域からー学び，地域にかかわるための社会科カリキュラムの創造

③ 言語活動と関連させて
はぐくむ問題解決能力

4
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【図3 地域から学び，地域にかかわるための社会科カリキュラム創造の視点】

(2) 社会科カリキュラム創造の視点について

ア 地域の特色を生かした素材 【視点①】

興味や関心を高めたり，身近さを生かしたりしながら，積極的にかかわらせることが

できるようにするために，子どもにとって身近な地域素材を取り入れる。

イ 学びを深める具体的・基礎的資料や体験活動 【視点②】

地域の特色を生かした素材を基に，興味や関心を高め，思考力や判断力を発揮させる

ことができるようにするために，学習内容の構造化を図りながら，発達の特性に合わせ

た具体的・基礎的資料や体験活動を生かせるようにする。

ウ 言語活動と関連させてはぐくむ問題解決能力 【視点③】

なぜそのように考えるに至ったのか根拠を示しながら，問題解決能力を発揮できるよ

うにするために，思考力・判断力等のどんな問題解決能力を発揮させるのかを，発達の

段階や学習内容に応じて設定する。

エ 地域にかかわるための活用の明確化 【視点④】
i 

設定した自分とのつながりを見つめる子

どもの姿に迫っていくために，地域にかか

わるための活用を明確にし，問題解決能力

を発揮させる。そして，図 4のように地域

から学んだことで， 地域を見る目が変わり，

地域の一員としてどうかかわっていくかを

考えられるようにする。その際，習得した

内容を生かしたり問題解決能力を発揮した

りしながらかかわれるような活用にする。
【図4 社会科における「活用J】
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(3 地域から学び，地域にかかわるための社会科カリキュラムの全体構想

図5の全体構想は， 目指す子ども像，年間指導計画， 他教科 ・領域との関連などを示した

図である。この全体構想図に，カリキュラム創造の視点を加えて説明する。

(1) 地域の特色を生かした素材

地域の特色を生かすことで，様々な事例の中から単元ごとや学年ごとのつながりが見ら

れてくる。それらを生かして内容同士の関連を意識した単元構成ができる。そして，身近

にあることから，自分の目で直接触れる機 I I 人間叫みに共感しiP27がりを見つめる子ども

会が増え，自分とのつながりを意識しやす

くなると考える。

また，子どもの経験は，社会科の学習の

みならず， 学校生活の中や家庭生活の中に

も及んでし 1く。学校生活の中で，社会科の

学習内容と関連のある内容を取り入れるこ

とでつながりを見出せると考える。例えば，

以下のことが考えられる。

勉主翼から宅工五」勉鼠にカ浸Z担!.>ー主的li1ll土会長』力リ圭主三」色の創造

特
別
再
編
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教
育
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【図5 社会科カリキュラム創造の全体構想】

f[例 第4学年単元「くらしと水Jと第 5学年自然教室における「カヌ」一体験jとの関連]"¥ 

4年生の学習で，市民の健康的な生活向上のために万之瀬)11から導水して市民のくらしにi
:役立てていることと 5年生の自然教室のカヌー体』験がつながり，私たちのくらしを支える;

辺与え=竺主竺t~'d)空!???ーら互主塑)11 竺月 FFPj多摩竺引伺り三:h芳三L"Cど至主主 I~第1f-oJ
(2) 学びを深める具体的・基礎的資料や体験活動

これまでも本校では，社会科見学を重視し，取り組んでいる。なぜなら，社会科の学習

で活用される具体的・基礎的資料や体験活動は，子どもに興味や関心をもたせたり，問題

解決能力を発揮させたりするものでなければならないと考えるからである。その際，子ど

もの学びを深めるために，単元目標と照らし合わせ，価値ある活動になるのかを吟味し，

カリキュラムに位置付けていく 。

また，社会科見学に出かけるだけではなく ，学習の中に持ち込み， 日常の体験を掘り起

こす方法、考えられる。そうすることで，自分にとって身近であり r解決したい，分か

りたし'J という思いをもたせながら学びを深めることのできる具体的・基礎的資料や体験

活動にで、きる。

だから，社会科における具体的・基礎的資料や体験活動は，子どもに興味や関心をもた

せ，問題解決能力を発揮する際の根拠となる。学習の中に具体的・基礎的資料や体験活動

を持ち込む方法としては，以下の例のようなことがある。

く〉 体験活動を学習の中に持ち込む例 O 
「なぜ， 人のことを考えた自動車が増えj

てきたのだろうか。」という追究問題を究:
明する際に， 子どもに市営パスの高さの :
違う 2つのステップを疑似体験させた。
そこで，①と②の子どもの発言を比較さ :

‘せ なぜ，パスのステップPは変わったのj
いろんな方々が利用しや)だろうか。と発問しながらし、ろんな方:

すくするために乗り降りし |々が利用しゃくするために乗り降りしゃj
やすくなってきた。 Jすくなってきたのだ。Jという見方や考え i

方をもたせることができた。
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(3)言 語 活動 と関連 させ ては ぐくむ問題解決能 力

どん な問題解 決能 力 を身 に付 け させ なが ら学習 を展 開 した らいいのか を,新 内容や 重

点化す る内容 との関連 か らも検討 してい く。 具体 的には表2の よ うな問題解決 能力が挙

げ られ る。 これ らを,追 究 してい く過 程 で具 体

的 に発 揮 させ るた めに,言 語活 動 と関連 させ て

取 り組 む。 そ の際,教 師 は,ど ん な具 体 的 ・基

礎 的 資料 や体験 活動 を取 り入れ,ど こに着 目さ

せ て話 し合 わせ るのか を想 定 し,は ぐ くみ たい

問題解決 能力 を位 置付 ける。 そ して,ど の よ う

【表2　言語活動と関連させて育む問題解決能力】

比 較

関 連

条 件
因 果

類 推

同 じ点や違 う点を比べて考える

社会的事象 同士のつなが りを考

える

条件をそろえて,比 べて考える

原因 と結果 を考える

類似点 を基 にして推 し量 って考

える

に表 出 させ た らいい のか,場 面 を具体 的 に設 定 し,見 える ことか ら見 えない ことが 明 ら

か にな るよ うにす る必 要が あ る。 なぜ な ら,子 どもは,直 感 的 に答 えて 問いに対す る答

えを導 き出 し,何 を根拠 に考 えた のかが明確 でな い ことが あ るか らであ る。 そ こで,見

えて い るこ とと して どんな こ とが あるのか を短 く,簡 単 に言 わせた り書かせ た りす るこ

とで,何 を根拠 に して問題 解決能力 を発揮 で きた らいいのか を明 らかに させ る。以下 は,

根 拠 を基 に問題解決能 力 を発 揮 させ る例 で ある。

◇ 根拠を基に問題解決能力を発揮させる例 ◇

事 実 を基 に して説 明す るこ とがで き る よ うに,体 験 活 動

を通 して,同 じ点や 似 て い る点 を ノー ト等 に 明 らか に させ

る。 そ うす る こ とで,根 拠 を明 らか に しな が ら 「い ろん な

方 々 が利 用 しや す くす るた めに乗 り降 り しや す くな って き

た。」 と説 明 で きる よ うにす る。

そ して,「 なぜ,そ の よ うにな っ て きた のか。」 と問い 返
した とき に,『 高 いステ ップだ と乗 り降 りが大 変な方 々 がい

る。 しか し,低 いステ ップだった ら誰 でも乗 り降 りが しや

す いか ら,低 い ステ ップ に変 わ った のだ。』 とい う説 明 をで

従来のバスのステ ップ

・高 い

・怖 い

・乗 り降 りしづ らい

説明

低床バスのステップ

・低 い

・楽 だ

・誰 で も乗れ る

教師の働 きかけ

多 くの方々が利用 しやす くするために乗
り降 りしやす くなってきた。

き るよ うにす る。(言 語 活動)

(4)地 域 にかかわ るための活用の明確化

社 会科 で 目指す活用 について は以 下の よ うに考 える。

■ 社会科で 目指す活用 とは

習得 した社 会的事象 に関す る知識 ・理解や 問題 解決 能力 を発 揮 させ なが ら,言 語活動 の充

実を図 り,地 域 にかか わる活動 に取 り組む ことを通 して,自 分 とのつなが りを見つ め ること

のでき る学習活 動

活用 の場面 におい て,習 得 した内容 を生かす ことを通 して,「 知識 ・理解」だ けでな く,

「問題解 決 能力」や 「関心 ・意欲 ・態度」 も関連 させ,よ りよ く問題 解決 を図 る ことがで

き るよ うにす る。 ここでは,三 つの資質や能 力 を調和的 に高めなが ら追究 させ る。

よ りよ く問題 解決 を図 ろ うとす る際 に,学 ん だ こ とへ の 自分 の思いや願 い を基 に,地

域 にかかわ らせ る よ うにす る。そ の際 表3の よ うな,地 域 の一員 と してかかわ る活 動

に取 り組 ませ る。 それ らは,活 動 あ りきで はな く,

社会 的事 象の意味や働 きを追究す ることを通 して,

興 味や 関心 を高 めなが ら取 り組 む活動で ある。

また,討 論 な どの言語活 動 の充実 を図 るこ とも考

え られ る。 自分の立場 を明 らか に し,こ れ まで の学

習 で身 に付 けた こ とを生 か した討論 的活動 に取 り組

【表3　 地域にかかわ る活動の例】

啓 発

交 流

提 案

直接参加

ポス ターやCMを 作 る

見学先 に学んだことを生

か して手紙を書 く

自分たちの意見 を投書 し

た り手紙 を書いた りす る

ごみゼ ロ運動や リサイク

ル運動に取 り組む

ませ ることを通 して,具 体化 した 自分 とのつ なが りを見つ める姿が表 出 され る と考 える。
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(4 地域から学び，地域にかかわるための社会科カリキュラムの具体化

(1) 社会科カリキュラム創造の視点を生かした年間指導計画

授業時数のゆとりや長期休業を挟む二学期制の特性を生かして，新たな体験活動や夏休

みの自由研究の取り組みなどを充実させられるようにしたりする。その際，単元の配列を

変えることも視野に入れ，充実した体験活動にし 自分とのつながりを見つめること がで

きるようにする。そこで，年間指導計画を見渡せるよう，以下の表 4を作成した。

【表4 社会科の年間指導計画を見渡すための表】-- 3年 4年 5年 6年

地域と 自然糊臨日 県の地図を広げて 地図を広げて 住みよい環森境を守る
鹿児 県内の特色ある地場に住む わたしたもの肋国土 制国の 林

に関すること 古〈から 人々のくらし

地域と産業
農業b食動工車制水料工産主値生業産

工く業ら生し産t情t貿易報産業
システムに 同;夕刊の仕 これからの

関すること 工場の仕事 我~\国の自 これからの情報化社会
工業生産t

地域と公共 くらしt水 くらしt政治
システムに くらしt弘ごEみ宣 世界の中の日本
関すること 安全な( る

地域史に関 「ほわ-っ-てきJた市に残る行事 用水を引 く くらは歴史

すること 人々のくらし 縄文時代

学 期 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前 期 後期
[比較]. ・ O :0 O :0 O :0 

(主I~生括経験との比較) 。 (主1:生活経験tの比較): 〈主|こ生括経験tの比較) :(主に既習経験tの比較〉 〆

-くらしの移り変わり
問 [関連]O :0 • :・ • :0 O :0 
題 :生産・販売i:i目費者の慨 消防署等t関臨機関 :献の保護活用tくらし 生活t農業・水産業工業 j環境問題 各時代の特色 :人々の康いt政治
角決jt 

[条件]o :0 O :0 O :0 • :. 
能 (部分t部分の結び付き): (部分t部分の結び付き): -?ol(全体t部分間士の結び付き): ム (部分比例制甘さ 社会の成立する条件ラ
力

[因果] :. • :0 
:産業の雄t蹴 u蹴c!l虫的苦量 :立法と司法

I類推]
森・林 特-色(航Iι生活1:国O際社会

|体学験習活内動容を生かしt 試買食い物.体普験り衣，食ボ住ン体タ験ンアメ 川の水火，山灰ごみに触， 用水路の模 ノ自動ー車メ部ラな品，ア水テ俣守一湾.の主水ッの上匂隼い監， 
世界の物(判など)

型 れる

113慢す
|学校周辺市内巡り スーパ』側品工場 |沖耕輔工埋警察署1 消防署 用水路 |新聞社

腔謹藍大浪池
吉中岳野開墾地 韓国瀬岳j 

E祭最みらい館 万之 11 
総合的な学習の時間 |身の回りの地域の様子 環境国際理解 直封;・盤塵
※ ゴシック体は，新たな内容，新たに見直す内容。各学年の単元配列は年間指導計画を参照0

・は重点化 したもの

ここで， 5年生の年間指導

計画を例に説明する。 これ

までは，表 5の上段のよう

に，我が国の産業や特色を

段階的に設定し，我が国の

部分か ら全体の様子や特色

について追究できるように

配列をしていた。 これを，

下段のように， 全体と部分

の関連が表れるような単元

配列にした。

まず，新単元 「地図を広

げてJで，我が国全体の国

土や世界の中での位置をと

らえさせてから，それぞれ

【表5新旧の第5学年年間指導計画】

l三 一 学期 学 期 ニ 学;rm
オコ オっ ヲー

ィコ自 工 工 オコ のわ 環住 我アと 7こ 」 プと
:%. 1....- し〆 れ 夏 業

l-
住た カミ単 プこ 7tとb 

食か 休
く葺!工 業 情 32 休

境みセ，
る車 業生 生 むし よ 国フE 。コ 水 の

料 ら
報 の

をし、
名 農 E産くE み

工 を 地産
貿産 産 くE 固た

み 森の
止十ご の

易 と 土 ち
守

イホ業 と 業と 産 業 域と 業 と る

@-l 
O 

区「 前期 円リ期

3131 
~-r- 後期

地 わくわ こ 自工 こ わ我
単 図 くた らた れ 動 業 情れか た が

を らし しし かつ車 生 し 国

フE 広 した とた 食 ら くを工産 産 境い情三 報ら 住た の
(1 とち水ち

夏
料の る 業 と

秋
貿と を 報iz芸五化のむち J井千木之

※ 
名 て 農の産の 生 工 地 日O/.J 守 産 キ土 国の 林

業 業
休

産 業 I或 休
る 業

休
会 土

コ
み み み ン

定① O O O O O O ツ

葉② O O O O O O O O O O O 
ク
l土

索③ 関連 関連関連 関連関連類推 関連 因果 関連 因果 比較 類推手庁

安④ O O O O O O 01010 内
生日ヲT 

ワムA
吐



の地域の特色を生かした産業を追究できるようにした。また， rわた したちの住む国土」

を@のように後期に入れることで，特色ある地域の農業や水産業 ド続{ρドfク払ピ行扮培恵、匂i角川 し{司E産みや

の学習を生かして国土の学習に取り組めるようにした。 い』iqMF?を業存立 l司
-Irlflわり、IL長F12t11ご

次に，単元の入替を行った。 例えば，これまでは，工業の単元 IT~l SJ品iRZ! 喜 ud
をほ

の配列を入れ替えた。そうすることで，右のように r我が国の 1 33阪口料品EF
工業」で学んだ工業の発展への思恵仁「住みよい環境を守るJ13j岡山;?長11
で学んだ公害を防止することの大切さを関連させて考える姿が見 | 日制詐'f ~ 七千村を
られたことから，単元の入替は効果的であったと言える。

[単元配列を変えて表出された姿]
(2) 社会科カリキュラム創造の視点を生かした授業

人間の営みに共感し，自分とのつながりを見つめる子どもの育成に向け，授業を次のよ

うに展開した。第 5学年単元「住みよい環境を守る」を例として説明する。ここでは，表 l

「将来とのつなが りを見つめる姿Jについて述べる。

社 7

ニ
刑
事
〈
ふ
で
去

解決方法はわ
かり，また，こ
の考えから，公
害の起こった原
因にこだわって
考えていること
がわかる。

の

O 水俣病を，早く防ぐことができたらよかった。
O どうしたら水俣病は起こらなかったのだろうか。
O 水俣病の因果を明らかにして，自分の考えを述べ

る姿

④10 被害者を見た家族や工場の人々はどん
な思いや願いをもっていたのだろうか。」

O 被害者，工場組1]，国や県のそれぞれの立
場を選択しての討論的活動

社会科カリキュラムの創造の

視点を生かして授業を構成した
因果関係を明らかにしながら、将来とのつな

がりを考える姿が見られる。

【個人新聞に見出された姿】

η
J
 

A
吐

ことで，右のような「人間の営

みに共感し，自分とのつながり

を見つめる」子どもの姿が見ら

れた。

これらのことから，カリキュ

ラム全体を見通しながら，授業

に生かすことで， 目指す子ども

像に迫れると考える。
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E 研究の実際

11 実践の立場

( 1 )実践の目的

学習指導要領が改訂され，第 6学年内容として，新たに「社会保障に関する指導内容J

が明記された。社会保障については，人が一生のあらゆる場面にかかわるものであり，そ

の中でも子育て支援事業は，現実的な社会問題 ・社会制度として興味・関心をもたせなが

ら，自分たちの生活とのかかわりで追究することができる内容であると考え，本実践単元

「わたしたちのくらしと政治」を設定した。

本実践においては 身近な生活における政治の働きについて子育て支援事業を中心に学

習し，単元を通して「人間の営みに共感し，自分とのつながりを見つめる子どもの姿j の

具現化を目指していこうとするものである。

具体的な目指す子どもの姿とは，次の三つである。一つは，子育てに関わる事例につい

て授業以外で情報を集めたり，興味 ・関心をもって関連するニュースなどに目を向けたり

する「自分のこととして見つめる姿」である。二つ目は["社会生活とのつながりを見つ

める姿」である。三つ目は，学習を通して高まった見方や考え方を基に，今後のよりよい

子育て支援のために自分なりの政策を提案する「将来とのつながりを見つめる姿Jである。

( 2 ) 実践の視点

① 地域の特色を生かした素材

鹿児島市の子育て支援事業が自分たちの生活とどう関係しているのかを調べさせてい

く。また，自分の保護者等が現在行っている営みに触れるだけではなく，子育てに対す

る考え方や思い，願し、などがどのように政治に結びつき，生活に生かされているのかを

調べさせてし、く 。

② 学びを深める具体的 ・基礎的資料や体験活動

市役所や市議会，子育て支援関連施設の見学の機会を設定したり，金融機関の関係者

で，税金の仕組みゃ働きについて詳しい方の人材活用を図ったりすることで，政治の働

きについてより具体的，実感的な理解を促していく 。

③ 言語活動と関連させてはぐくむ問題解決能力

子育て支援に関する資料を基に，子育ての支援の必要性や方法，内容などを記述させ

たり，国や県 ・市の政治と子育て支援事業の資料とを関連付けて説明させたりする。ま

た，市長の立場という設定で子育て支援に関するマニフェスト作成を行わせる。これま

での学習資料や体験活動を基に，子育て環境改善のための具体的な市政への提言を発表

させるようにする。

④ 地域にかかわるための活用の明確化

習得した学び方を実際の生活場面を通して考える場を設定する。政治を行う市長とし

ての立場で，子育て支援の現状や課題点を基にして，さらに子育て支援が充実するよう

な改善案，解決案を提示させるよ うに してし 1く。

( 3 ) 評価と見取る方法

評価の重点、として，地域にかかわる活用の場面を設定する。単元終盤のマニュフェス

卜作成における，ノート記述や作品， グループロで、の話し合いの様子を評価の対象とする。

記述や作品，グループρでの話し合いの中に["子育て支援施設を増やすJ["税金の使い
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(2 実践結果と考察

( 1 )実践 1 (1/10)rつかむ・見通す」過程

本段階では，現時点での自分と社会生活とのつながりを見つめ，鹿児島市がどのよ

うな子育て支援を行っているのかという 問題意識と身近な政治への関心・ 意欲を高め

るために，生活の中の身近な子育て支援政策と少子化の現状から，子育て支援の必要

性や将来にわたる 予想、を話し合わせるようにした。

主な教師の働きかけ
⑧ 旗・ステッカー(子育て支援協賛企業等)
O 身近な生活場面に見られ 臨ん ーー ・

る子育て支援の事例につい
て意識を高めさせるために
フラッグやステッカーを基
に，内容について話し合う。
[視点①1

⑤ 市の子育てはどのようになっていくのだろうか

O 子育て支援を通した政治の働きを追究させるため
に，学習問題に対する追究の柱や学習計画を立てさ
せ，見通しをもった活動が行えるよう にする。

(考察)

自分とのつながりを見つめる子どもの姿
~山J、へ~、~日~、~、~ヘ~、~、~

よく行くお庖で見か

けたよ。

[追究の柱 o少子化の問題点 。手育て支援ど政治の働き
0国の政治の働き O税金の仕組みと働き

まず，鹿児島市内の子育て支援協賛庖舗に掲げられている，ステッカーやフラッグを提

示することで，子どもたちは，子育て支援ポスポート を保護者が利用してる事実や実際に

サービスを受けたことを発表し，自分の生活との関連で子育て支援が行われていることを

つかむことができた。(視点①)

次に，子育てをしている人たちが感じている課題点を予想しながら表で確かめることで，

子育てにおける苦労や負担をとらえることができた。そして，鹿児島市の子ども人口の推

移を表すグラフから，子ども人口の減少だけではなく ，毎年の出生数の減少や今後の状況

についても読み取ることができた。子育ての課題点と子ども人口の推移の資料を関連させ

-45-



干上 10 

ながら，鹿児島市の子育て支援は，パスポート事業だけでは十分ではなく，

じているのではなし、かという 問題意識をもつことができた。 (視点①，③)

他の施策も講

これらのことから rっかむ ・見通すJ過程において， 地域の特色を生かした素材を基

にして，個々の資料の読み取りや関連付けを図り学習問題を設定することが，さらに子育

てしやすい鹿児島市のあり方を追究 していこうとする「自分のこととして見つめる姿」を

表出するのに妥当で、あったと言える。その後，子どもたちは学習の計画を立て，追究の柱

を基に調べ学習を進めることができた。

( 2 )実践 2 (5・6/ 10)r調べる」過程

本段階では，子育て支援政策についてより実感的，具体的に追究させ，これまで何気な

く感じていた市の政治について，問題解決のための根拠となる事実を蓄積させるために市

の政治が進められている市役所，議決機関である市議会 3 そして子育て支援政策が実現さ

れている例と して子育て支援施設の見学 ・取材を設定した。子どもたちが人やものに主体

的に関わり， 学習問題の解決を図る過程と位置付けた。

主な教師の働きかけ
@ 鹿児島市役所
O 子育て支援政策を始め，

市の政治が実際に進めら
れていることを理解させ
るために，市役所の見学
を行わせ働 く人や利用す
る人を観察し，生活との
つながりを考えさせるよ
うにする。

@ 鹿児島市議会
O 市議会が市の政治にとって欠くことのできない

一部であることをとらえさせるために，市議会の
議場の所在や様子，雰聞気等から， 重要性を実感
させるようにする。

O 市役所で行われている諸政策が，市民の代表で
ある議会の議決に基づいて行われているというこ
とをとらえさせるために，実際の話し合いの様子
や市議会の仕組み等について聞き取り調査を行わ
せる。

② 子育て関連施設(なかまっち)
O 鹿児島市の子育て支援事業が，政治の働きで実

際に進められていることをとらえさせるために，
なかまっちの見学をさせ，そこで働く人や利用する
人に聞き取 り調査を行わせ，事業の概要や恩恵に
ついてまとめさせるようにする。

O 自分の生活と政治とのつながりに気付かせるた
めに，施設 ・設備に着目させ，これまでに類似の
施設や行事等に関わった経験を想起させるように
するo

(考察)

自分とのつなが りを見つめる姿

市民の要望に応え，いろいろな話し合いがなされ，決められてし
るんだな。、司、〆、d肉、r、J崎、r、

《なかまっちの見学》
ーー ーーーー ーーー ーーーーーーーーーーーー ー 一一一司

ー__ J 

市の政治の進め方について市役所や市議会，子育て関連施設についての見学 ・取材活動

を位置付けた。市役所や市議会といった機関が，実際に立法や行政を進めていることを理

解することができた。 日常生活のあらゆる場面に見られる政治の働きが具体的に分かり ，

自分たちの生活と密接に結び付いていることを実感することができた。(視点②)

また，子育て支援関連施設も見学 ・取材することで，鹿児島市が実際に政治の働きを生

かして，子育て支援の一環として施設を建設し運営している様子を理解することができた。

そして，働いている人や利用している人々の様子やインタビューから，施設の利便性や安

心感といった政治の恩恵を受けているということに共感させることができた。 (視点②)

これらのことから，鹿児島市の政治の進め方に関する見学 ・取材の体験活動を学習内容
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に位置付けることで，

ができたと考える。

( 3 )実践 3 (7/10) r調べるJ過程

本段階では，政治に係る財源，その元手となる税金について，自分と社会生活とのつ

ながりをより具体的に追究をさせるために，金融関係者の人材を活用する。特ににここ

では，子育て支援政策が税金の働きにより推進されているという関連性や，少子高齢化

による今後の影響の因果関係等について考えさせる学習活動を設定した。

を表出させること「社会生活とのつなが りを見つめる子どもの姿」

自分とのつながりを見つめる姿

政治を進めるにあたり税金はどのような役割を果たしているのだろうか。

《人材活用による説明))

i犠妥協溺蹴坊類語袋詰

主な教師の働きかけ

O 人材活用による話(金融機関の関係者)
O お金の流れや税金の仕組みゃ働きについて理解さ

せるために，金融機関の関係者の人材活用を行い，
より詳しい説明や質問への対応等をしてもらうよう
にする。

-税金の種類
・納税の義務
.税金の使途
・税収予測と対策

l - 5話LL二合~j活動1>> _ーーーーーーーーーー

政治にとって税金は必要不可欠なものであり，生活と深く結び付いてい
るんだな。(社会生活における会費のようなものである。)

ーご~をさ今今?令令令合会合会合会./'-/'守YYYYYYYYY古今守令~ーーーーーーー・・ー冊子(くら しと税金)
身近な生活に税金が用いられていることをより具

体的に調べ，理解させるために，税金の種類や徴収
方法，税収から運用等，人材による説明に併用させ
て活用させるようにする。

@ 

'
ν
A
M
 

な
活
弘

少
生
か

が
の
る

も
来
な

ど
将
く

子

'
な

ま
と
た

ま
だ
立

の
態
り

こ
状
成O 少子高齢化が税収減少もたらすことをとらえさせ

るために，将来の人口変化と税収見込みを関連させ，
安定した社会生活への手立てのために税収の確保が
必要不可欠であることを考えさせる。

人口が減るということはJ老後め生活にもネ妥が出てくるとい
うことだな

税率を上げていかなけY λ '" [税率を上げると不景気
れば仕方がないのでは{ぐ 一一一 、><な中， 国民は納得しな
ないかo ) 刊 レ， ¥いのではなし.、かな。O 市の政策と自分たちの支払う税金とのつながりを

とらえさせるために，前日寺での市役所等の見学 ・取
材活動と本時の税金の働きとを結び付け，話し合わ
せるようにする。

@ 税収を安定させるためには，どんなことをして
いけばよいのでしょうか。

(考察)

事前の打ち合わせにおいて，基本的な税金の仕組みと働きの他に，少子化問題と税収

という視点からも説明をお願いし，税金の仕組みと働きをより詳しく理解させるように

した。その結果税金の基本的知識が得られるとともに，必要性を感じることができた。

また，税金の未払い問題や将来の社会生活への影響等といった細かな質問にも即座に対

応してもらい，子どもたちも より専門的に理解することができていた。 (視点②)

よって，税金の仕組みゃ働きを理解する学習する際には，人材を活用することで，税

金と子育て支援の関係について積極的に調べようとする「社会生活とのつながりを見つ

める姿Jを見出すことができたと言える。

( 4 )実践 4 (9・10/10) rまとめる」過程

本段階では，これまで学習してきたことを生かしながら，将来とのつながり見つめる

姿を表出させるために，自分たちが考える子育て支援政策をマニアェス トという形で発

表し，よりよい政策を考えさせていく過程と位置付けた。そうすることで，将来の鹿児

島市のよりよい子育て環境を予想したり，自分たちの積極的な政治への関わりなどに気

付いたりする学習活動を設定した。

月
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主な教師の働きかけ 自分とのつながりを見つめる姿

O これまでの学習を振り返らせ，自分たちなりの
子育て支援案を「マニフェスト j という形で考え
させるために，これまで活用した資料を基に，
市長(行政)の立場で新たな提案や改善策を話し
合わせるようにする。

@(市の予算の比較)
O 自分たちの考えたマニフェス 卜の妥当性を判断

させるために，内容と関連する資料を基に話し合
わせ，より現実的な内容について考えさせるよう
にする。

⑧ 写真(すこやか子育て交流館)， 表(パブリック
コメント)

O 政治に市民の芦を反映させることが大切である
ということをとらえさせるために，子どもたちの
考えたマニフ ェスト内容が実際の市民からの要望
の中にもあり ，一部は実際に実現されているとい

うことを話し合わせる。

@ 手紙(子育てをしている人)
O 子育て支援と自分との関わりを考え，社会参画

への意識を高めるために，政治以外での関わ りを
話し合わせ，身近な周りの支援の大切さに気付か
せるようにする。

⑧ これからの政治はどう考えていけばよいでし
ょうか。

(考察)
これまでの学習内容や学び方を生かす場として，子育て環境の向上や課題解決に向けて

IV 

F 

のマニフェス ト作成を行わせた。その際，税収や市全体の現在の子育て支援状況を考えた

市長の立場としての政策案についてグソレープρで話し合わせた。ここでは，これまで授業で

扱った資料や自分たちで持ち寄った資料等を根拠にしなが ら現実的で説得力のある発表を

行わせるようにした。そうすることで 子どもたちは「まとめる」過程において，市の政

治に目を向け政治や社会に参加しようとする姿，つまり r将来とのつながりを見つめる

姿」を，また，自分たちも子育てする人々を支えようとする意識を高められたことで 「自

分のこととして見つめる姿Jを見出すことができた。(視点③ ・④)

研究の成果と課題

研究の成果 l 
O 社会科で目指す子ども像を設定し， 具現化に向けて，社会科カリキュラム創造の視点を

明らかにしながら r自分のこととして見つめる姿Jr社会生活とのつながりを見つめる
姿Jr将来とのつながりを見つめる姿」を見出すことができた。

O 社会科カリキュラム創造の視点を生かした，各学年ごとの年間指導計画作成に向けた
基本的な考え方を明らかにし，各学年の年間指導計画や単元に位置付けたことで，自分と
のつながりを見つめる子どもの姿が見られた。

12 研究の課題

O 伝統や文化に関する教育の充実に向けた取組を，
る必要がある。

地域素材の開発と併せて，今後検討す

O 習得・活用 ・探究をより 具体化した学習指導の在り方や，カリキュラム創造の視点を具体
化した年間指導計画の作成に取り組み， 目指す子どもを育成する具体的な指導を充実させ
ていく必要がある。
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